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「ひとり暮らし高齢者調査」廃止「ひとり暮らし高齢者調査」廃止にに伴伴うう
市町村市町村におけるにおける実態調査実態調査についてについて
　「ひとり暮らし高齢者調査（６.１調査）」が令和４年度を以て廃止となりました。しかし高齢者世帯にお
ける孤独死の防止や詐欺被害への対策、災害対応等が求められる中、地域におけるひとり暮らし高齢者の
状況を把握することは民生委員活動をする上で必要であるとの意見もありました。そこで県民児協では、
市町村独自の「ひとり暮らし高齢者調査」の実施の有無等の状況を把握するため、５月に実態調査を実施
しましたので、その結果を報告します。

特
集

第83回　関東ブロック民生委員児童委員活動研究協議会
　９月７日㈭～８日㈮、新潟県新潟市で「関東ブロック民生委員児童委員活動研究協議会」が開催されました。
　１日目は、式典、全体会、三味線プレーヤの佳史Fumiyoshi氏による記念講演「三味線と生きる～絶望から救っ
てくれた母の一言～」が行われました。
　２日目は４の分科会に分かれ、第１分科会で嬬恋村民児協会長の滝沢　操氏が「一斉改選を終えて～新たなな
りて確保への取り組み～」のテーマで実践報告者として発表されました。

ひとり暮らし高齢者調査廃止に関わる市町村実態調査回答票集計
（回答数：35市町村／35市町村）

質問項目 回答数
Q１　 令和５年度、「ひとり暮らし高

齢者調査」を貴市町村独自で
実施しますか？

－

・実施する（した） 29カ所
・実施しない ２カ所
・未　定 １カ所
・その他 ３カ所

質問項目 回答数
Q２　 Q１で「実施する（した）」

と回答した場合
①実施主体について －
・行政（課） 25カ所
・民児協 ４カ所
・その他 ０カ所

質問項目 回答数
②実施項目について －
・今までの項目と同じ ６カ所
・項目を変更した 20カ所
・その他 ３カ所

する
83%

しない
6%

未定
3%

その他
8%

調査有無

行政（課）
86%

民児協
14%

実施主体について

変更なし
21%

変更あり
69%

その他
10%

調査項目の変更の有無

式典の様子 本県からの参加者実践報告者の滝沢会長
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単位民児協会長研修会
「民生委員・児童委員を取り巻く状況について」

副会長等中核的委員合同研修会
「地区民児協活動を支える副会長の役割」

　９月25日㈪～26日㈫、ホテル天坊にて『単位民児協会長研修会』を開催しました。
参加者は県内の単位民児協会長・市町村民児協担当者あわせて185名でした。
　１日目は群馬県警察本部生活安全企画課の篠崎氏より「特殊詐欺の現状と対策」の説
明がありました。そして全民児連 得能金市会長より「民生委員・児童委員を取り巻く
状況について」と題した講話が行われました。
　２日目は、15のグループに分かれ「単位民児協の現状と課題」、「単民児協会長として
の役割」について活発な意見交換が行われました。

　８月31日㈭、群馬県社会福祉総合センターにて『副会長等中核的委
員合同研修会』を開催し、県内より286名が参加しました。
　作新学院大学女子短期大学部の坪井 真教授による「地区民児協活動
を支える副会長の役割」と題した講義が行われました。

•今期から副会長となり、今日の研修で学んだ事をもう一度復習し今後の活
動に生かしていきたいと思います。とてもわかりやすいお話しでした。あ
りがとうございました。
•つなぐ支える守る役割の大切さを理解できた。共助、互助、自助、公助を
それぞれに支援することが大切である。夏休み中の研修は、なるべく止め
ていただきたい。
•子ども基本法を再読し地域にどう反映すべきか。 会長の軌道修正の役割
が多い現在より各委員の意見を活動を補佐してよいことに意を強くした。
さらに会長のフォローをすることでもっとモチベーションアップを全体に
図るべきと感じた。（スーパービジョンの共有）
•民生委員児童委員信条にある活動の基本を意識し、副会長として会長をサ
ポートしていける様、活動していきたいと思います。
•研修会に参加し、自分には重すぎる役割だったと痛感した。
•主任児童委員ですが副会長をしています。日頃役不足を感じていたので具
体的にするべきことがわかり参考になりました。

～参加者アンケートより抜粋～

群馬県民児協　大谷会長

講師の坪井教授

参加者で満席の会場

全民児連　得能会長

得能会長講演の様子 意見交換会の様子
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生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、
低
所
得
者
、

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
が
、
安
定
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
資
金
の
貸
付
け
と
、
市
町
村
社

協
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
自
立
相
談
支
援

機
関
等
が
連
携
し
て
、
必
要
に
応
じ
た
相
談
支

援
を
行
い
、
自
立
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

窓
口
は
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
実
施
主

体
は
県
社
会
福
祉
協
議
会
と
な
り
ま
す
。

対　

象

・
必
要
な
資
金
を
他
か
ら
借
り
る
こ
と
が
困
難

な
「
低
所
得
世
帯
」

・
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
た
人
が
属

す
る
「
障
害
者
世
帯
」

・
日
常
生
活
上
、
療
養
又
は
介
護
を
要
す
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
が
属
す
る「
高
齢
者
世
帯
」

生
活
福
祉
資
金
の
種
類

①
総
合
支
援
資
金

※
下
記
２
参
照

②
福
祉
資
金

・
福
祉
費
：
病
気
療
養
に
必
要
な
経
費
、住
宅

の
増
改
築
や
補
修
な
ど
に
必
要
な
経
費
、福
祉

用
具
な
ど
の
購
入
経
費
、介
護
サ
ー
ビ
ス
や
障

害
者
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
経

費
、
生
業
を
営
む
た
め
に
必
要
な
経
費
な
ど

・
緊
急
小
口
資
金
：
緊
急
か
つ
一
時
的
に
生
計

の
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
貸
し
付
け

る
少
額
の
費
用

③
教
育
支
援
資
金

・
教
育
支
援
費
：
低
所
得
者
世
帯
の
子
ど
も
が

高
校
や
高
専
、
大
学
な
ど
に
修
学
す
る
た
め

に
必
要
な
経
費

・
就
学
支
度
費
：
低
所
得
者
世
帯
の
子
ど
も
が

高
校
や
高
専
、
大
学
な
ど
へ
入
学
す
る
際
に

必
要
な
経
費

④
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金

・
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金
：
低
所
得
の
高
齢

者
世
帯
に
対
し
、
一
定
の
居
住
用
不
動
産
を

担
保
と
し
て
生
活
資
金
を
貸
し
付
け
る
資
金

・
要
保
護
世
帯
向
け
不
動
産
担
保
型
生
活
資

金
：
要
保
護
の
高
齢
者
世
帯
に
対
し
、
一
定

の
居
住
用
不
動
産
を
担
保
と
し
て
生
活
資
金

を
貸
し
付
け
る
資
金

　

失
業
等
に
よ
り
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
に

対
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

な
ど
に
よ
る
就
労
支
援
や
家
計
指
導
な
ど
の
継

続
的
な
相
談
支
援
と
併
せ
て
、
生
活
費
や
一
時

的
な
資
金
の
貸
付
け
を
行
い
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
制
度
に
よ
る
支
援
も
あ
わ
せ
て
行
う
こ

と
で
、
生
活
の
立
て
直
し
を
包
括
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

・
生
活
支
援
費
：
生
活
を
再
建
す
る
ま
で
の
間

に
必
要
な
生
活
費
と
し
て
、
原
則
３
か
月
以

内
（
最
大
12
か
月
間
ま
で
延
長
可
能
）、
月

20
万
円
ま
で
の
貸
付
け
を
行
う
も
の
で
す

（
単
身
世
帯
の
場
合
は
月
15
万
円
以
内
）。

・
住
宅
入
居
費
：
敷
金
、
礼
金
な
ど
住
宅
の
賃

貸
契
約
を
結
ぶ
た
め
に
必
要
な
資
金
と
し
て
、

40
万
円
ま
で
の
貸
付
け
を
行
い
ま
す
。

・
一
時
生
活
再
建
費
：
就
職
活
動
や
技
能
習
得
、

家
賃
や
公
共
料
金
な
ど
の
滞
納
の
一
時
立
て

替
え
、
債
務
整
理
に
必
要
な
費
用
な
ど
に
つ

い
て
、
60
万
円
ま
で
の
貸
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
金
は
、
連
帯
保
証
人
な
し
で
も

貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

貸
付
利
子
は
連
帯
保
証
人
が
い
る
場
合
は
無
利

子
、
連
帯
保
証
人
が
い
な
い
場
合
は
年
1.5
％
に

な
り
ま
す
。

「
総
合
支
援
資
金
」
の
貸
付
対
象
者
は

　

総
合
支
援
資
金
の
貸
付
対
象
と
な
る
の
は
、

貸
付
け
を
行
う
こ
と
に
よ
り
自
立
が
見
込
ま
れ
、

左
記
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
で

す
。貸付

要
件

⑴
低
所
得
世
帯
で
、
失
業
や
収
入
の
減
少
な
ど

に
よ
っ
て
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

⑵
公
的
な
書
類
な
ど
で
本
人
確
認
が
可
能
で
あ

り
、
貸
付
時
の
年
齢
は
原
則
と
し
て
60
歳
未

満
で
あ
る
こ
と

⑶
現
在
住
居
の
あ
る
人
、
ま
た
は
、
住
居
確
保

給
付
金
の
申
請
を
行
い
、
住
居
の
確
保
が
確

実
に
見
込
ま
れ
る
こ
と

⑷
法
に
基
づ
く
自
立
相
談
支
援
事
業
な
ど
に
よ

る
支
援
を
受
け
る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
関
係
機
関
か
ら
、

継
続
的
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
同
意
し
て

い
る
こ
と

⑸
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
貸
付
け
及
び
支
援

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
立
し
た
生
活
を
営

む
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
償
還
を
見
込
め
る

こ
と

⑹
他
の
公
的
給
付
ま
た
は
公
的
な
貸
付
け
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
生
活
費
を
ま
か
な
う

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

・
お
住
ま
い
の
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
相

談
・
申
込
窓
口
と
な
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

・
各
資
金
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
が
、
審
査
に

一
定
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

・
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
資
金
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
７
（
２
５
５
）
６
０
３
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
７
（
２
５
５
）
６
４
４
４

　

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
に
よ
る
経
済
情
勢
が
不
安
定
の
中
、
失
業
や
減
収
な
ど
に
よ

る
生
活
困
窮
が
広
が
っ
て
お
り
、
生
活
に
困
窮
し
た
方
に
対
し
、
生
活
を
立
て
直
せ
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
低
所
得
者
な
ど
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
施
策
の
一
つ
で
あ
る
生
活

福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
お
い
て
、
資
金
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
柔
軟
な
貸
付
け
や
必
要
な
相

談
支
援
を
行
い
、
生
活
の
立
て
直
し
を
図
り
、
安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

　

〜
生
活
に
お
困
り
で
資
金
が
必
要
な
方
へ
〜

１
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
と
は

２
継
続
的
な
相
談
支
援
と
生
活

費
な
ど
の
資
金
貸
付
を
行
う

「
総
合
支
援
資
金
」

３
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
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「
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
っ
て
」

　
「
今
日
は
民
生
委
員
会
の
用
事
で
ち
ょ
っ

と
出
掛
け
る
ね
！
」
と
主
人
に
声
を
か
け
夕

食
の
時
間
頃
に
出
か
け
る
私
。
そ
の
時
間
で

な
い
と
居
な
い
人
も
い
る
か
ら
で
す
。
協
力

的
な
主
人
は
特
に
何
を
言
う
訳
で
も
な
い
で

す
が
何
と
な
く
申
し
訳
な
い
な
と
感
じ
て
し

ま
う
の
で
す
。
男
性
だ
っ
た
ら
申
し
訳
な
い

な
ど
と
い
う
気
持
ち
は
持
た
な
い
で
済
む
ん

だ
ろ
う
な
！
と
思
い
な
が
ら
こ
ん
な
私
の
気

持
ち
に
共
感
し
て
く
れ
る
人
も
い
て
く
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
活
動
の
中
で
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
人
に
出
会
い
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞
い

て
み
る
と
本
当
に
ド
ラ
マ
の
お
し
ん
の
よ
う

な
ご
苦
労
を
な
さ
っ
た
方
や
今
悩
み
を
持
っ

て
い
て
誰
か
に
聞
い
て
も
ら
い
た
か
っ
た
と

い
う
感
じ
の
人
も
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
話
し

を
聞
く
と
「
聞
い
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
よ
」

と
嬉
し
そ
う
に
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
本
当
に
こ
の
民
生
委
員
の
活
動

を
し
て
い
な
け
れ
ば
経
験
出
来
な
か
っ
た
事

だ
な
と
思
い
ま
す
。
微
力
な
自
分
で
す
が
少

し
で
も
私
の
活
動
で
喜
ん
で
く
れ
る
人
が
い

る
、
役
に
立
つ
事
が
で
き
る
と
思
え
る
事
が

良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
出
来
る
範
囲

内
で
地
域
の
人
と
繋
が
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

昭
和
村　

須
田　

善
子

Ｑ
単
位
民
児
協
の
定
例
会
の
中
で
、
主
任
児
童
委
員
が
質
問
や
事
例
等
を
発
言
し
て

も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
制
度
上
か
ら
も
主
任
児
童
委
員
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す
。

　

但
し
、
日
々
の
活
動
か
ら
判
断
し
た
場
合
は
子
ど
も
の
問
題
を
専
門
的
に
取
り
扱

う
担
当
と
な
り
、
民
生
委
員
活
動
と
は
少
し
違
和
感
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
平
成
27
年
４
月
よ
り
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施
行
と
な
り
、
子
ど
も
の

貧
困
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
親
も
含
め
て
の
世
帯
全
体
の
相
談
支

援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
が
連
携
し
て
情
報
の
共

有
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
意
味
か
ら
し
て
も
定
例
会
で
の
主
任
児
童
委
員
の
発
言
・
質
問
は
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
児
童
委
員
活
動
要
領
に
は
児
童
委
員
協
議
会
は
、
児
童
委
員
相
互
の
連
携
を
は

か
り
、
児
童
福
祉
の
た
め
各
種
の
協
議
を
行
う
た
め
に
、
民
生
委
員
協
議
会
と
同
時
に
開
催

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
児
童
福
祉
法　

16
条　

民
生
委
員
法
に
よ
る
民
生
委
員
は
、
児
童
委
員
に
充
て
ら
れ
た
も

の
と
す
る
。
厚
生
労
働
大
臣
は
、
児
童
委
員
の
う
ち
か
ら
、
主
任
児
童
委
員
を
指
名
す
る
。

主任児童委員活動のワンポイントレッスン
SOSのサインを見逃さないよう

委
員
活
動
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た

委
員
活
動
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た

委員活動Ｑ＆Ａ

　

２
月
の
主
任
児
童
委
員
研
修
会
に
参
加
し
て
、
大
切
な

の
は
「
主
任
児
童
委
員
の
立
場
を
知
る
事
」「
地
域
支
援

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
連
携
の
重
要
性
」
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

新
体
制
の
１
年
目
は
ま
ず
地
域
を
知
る
事
か
ら
始
め
よ

う
と
、コ
ロ
ナ
５
類
移
行
と
共
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
公
立
７
校
（
中
学
校
２
校
・
小
学
校
５
校
）
私

立
２
校
（
英
語
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
の
『
フ
エ
リ
ー
チ
ェ

玉
村
国
際
小
学
校
』・
オ
ル
タ
ナ
リ
ル
ス
ク
ー
ル
《
独
自

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
》
の
『
た

ん
ぽ
ぽ
小
学
園
』）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

定
ま
ら
な
い
社
会
情
勢
の
中
、
児
童
・
生
徒
は
日
々
成

長
し
て
い
ま
す
。
パ
ワ
フ
ル
な
学
校
生
活
に
ふ
れ
、
そ
れ

を
支
え
る
学
校
で
い
ま
ど
ん
な
支
援
が
必
要
か
を
知
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
、
４
名
中
３
名
が
新
任
の
主
任
児
童
委
員
と

学
校
訪
問
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
状
況
を
共
有
す
る
と
共

に
無
理
せ
ず
出
来
る
と
こ
ろ
で
協
力
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

良
か
れ
と
思
っ
て
し
た
こ
と
で
も
相
手
の
負
担
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
い
夢
中
に
な
り

出
過
ぎ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　

公
立
４
保
育
所
・
１
幼
稚
園
の
訪
問
、
私
立
５
保
育
・

幼
稚
園
の
訪
問
も
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
関
係
機

関
と
連
携
を
密
に
取
り
な
が
ら
、
地
域
や
家
庭
の
声
に
も

耳
を
か
た
む
け
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う

心
が
け
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
中
部
ブ
ロ
ッ
ク　

西
園
理
惠
子
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南
牧
村
は
長
野
県
に
隣
接
し
、
山
々

に
囲
ま
れ
た
急
峻
で
平
地
の
少
な
い
地

形
で
す
。

　

人
口
は
、
65
歳
以
上
が
１
，０
４
０
人

（
67
．５
％
）
を
占
め
る
超
高
齢
化
の
村

で
す
。

　

民
児
協
は
定
数
17
人
で
活
動
し
、
主

な
活
動
に
友
愛
訪
問
や
安
否
確
認
、
サ

ロ
ン
の
運
営
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
の
方
を
中
心
に
声
か
け
を

し
た
り
、
保
養
事
業
（
日
帰
り
旅
行
）

や
交
流
事
業
（
輪
投
げ
大
会
）
に
も
協

力
し
て
い
ま
す
。

19
箇
所
で
行
っ
て
い
る
サ
ロ
ン
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
希
薄
と
な
っ
た
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
重
点
項
目
に
掲

げ
、
地
区
と
地
区
を
結
び
、
人
と
地
域
の
繋
が
り
を
広
げ
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
６
・
１
調
査
の
廃
止
に
伴
い
、
有
事
の

際
の
安
否
確
認
や
避
難
行
動
要
支
援
者
の
緊
急
時
の
連
絡

先
・
災
害
時
の
避
難
方
法
な
ど
、
避
難
計
画
に
結
び
つ
け
ら

れ
る
よ
う
、
民
児
協
独
自
で
調
査
票
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
年
１
回
は
村
内
唯
一
の
小
学
校
を
訪
問
し
て
い

ま
す
。
令
和
６
年
４
月
に
は
小
・
中
一
貫
の
義
務
教
育
学
校

「
な
ん
も
く
学
園
」
が
開
校
す
る
の
で
、
児
童
・
生
徒
と
交

流
で
き
る
日
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

南
牧
村
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
「
超
高

齢
化
」
と
か
「
限
界
集
落
」
と
か
、
朽
ち
果
て
た
家
に
腰
の

曲
が
っ
た
高
齢
者
と
『
こ
れ
が
〝
ザ
・
南
牧
村
〞』
と
ば
か

り
に
紹
介
さ
れ
、
南
牧
村
に
未
来
は
あ
る
の
か
？
と
悲
観
さ

せ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
南
牧
村
民
児
協
は
、
地
域
の
役

割
を
深
く
認
識
し
「
高
齢
化
率
１
位
」は
「
幸
齢
化
率
１
位
」

を
目
指
し
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
取
材
・
安
中
市　

江
川
歌
子
）

　

高
山
村
は
吾
妻
郡
の
北
東
に
位
置
し
、
村
内
は
田
園
風
景
が

美
し
く
、
昨
年
の
９
月
に
は
観
光
交
流
館
「
た
か
や
ま
未
来
セ

ン
タ
ー
さ
と
の
わ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
連
日
賑
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
す
。

　

高
山
村
民
児
協
は
15
名
で
構
成
さ
れ
、
毎
月
20
日
前
後
に
定

例
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
の
一
斉
改
選
で
は
、
10

名
が
新
任
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
児
協
で
実
施
し
て
い
た
子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
令
和
元
年
度

で
活
動
の
意
義
が
達
成
さ
れ
た
と
し
終
了
し
ま
し
た
。
こ
こ
３

〜
４
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
毎

月
実
施
し
て
い
る
定
例
会
が
中
止
に
な
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、毎
年
実
施
し
て
い
た
視
察
研
修
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

定
例
会
に
お
い
て
は
、
毎
年
１
回
ず
つ
小
学
校
と
中
学
校
を
訪

問
し
、
校
長
先
生
よ
り
学
校
の
現
況
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
会
場
を
借
り
て
定
例
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
状
況
を

み
て
視
察
研
修
等
を
実
施
し
て
い
け
れ
ば
と
の
こ
と
で
す
。

　

県
で
実
施
し
て
い
た
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
調
査
は
、
廃
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
村
と
の
話
し
合
い
で
独
自
の
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
近
年
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
住
民
の
方
か
ら
相
談
さ

れ
る
様
々
な
問
題
を
少
し
で
も
解
消
で
き

る
よ
う
、
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
地
域
活
動
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
取
材
・
長
野
原
町　

川
島
協
子
）

西部ブロック （南牧村民児協）

　高齢化率１位は幸齢化率１位に！

地地 区区 ココ ーー ナナ ーー
たた よよ りり

吾妻ブロック （高山村民児協）

　民児協の活動と状況について
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千
代
田
町
民
児
協
は
民
生
委
員
・
児
童
委

員
23
名
、
主
任
児
童
委
員
２
名
の
25
名
で
、

見
守
り
、
友
愛
訪
問
、
相
談
支
援
活
動
を
き

め
細
か
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
活
動
と
し
て
東
、

西
子
ど
も
園
に
は
学
期
毎
に
訪
問
し
、
東
、

西
小
学
校
と
中
学
校
に
は
毎
月
訪
問
し
て
い

ま
す
。
園
や
学
校
の
様
子
、
心
配
な
家
庭
の

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
を
行
い
共

有
を
図
り
、
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
外
国
籍
の
母
親
か
ら
中
学
生
が
学
校
に

馴
染
め
な
い
と
言
う
相
談
が
あ
り
、
母
親
と

面
談
し
、
支
援
で
き
た
事
例
等
も
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
前
、
幼
児
を
対
象
に
し
た
活
動
は

感
染
予
防
の
た
め
に
中
止
し
「
ひ
だ
ま
り
交

流
館
」
を
会
場
に
、
放
課
後
の
小
学
生
を
対

象
に
宿
題
援
助
や
一
緒
に
遊
ぶ
な
ど
の
交
流

を
続
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
ま
だ
終
息
し
て
い
な
い
の
で
、

他
の
活
動
を
模
索
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

県
の
「
特
殊
詐
欺
防
止
講
演
会
」
の
受
講

で
詐
欺
防
止
や
高
齢
者

の
安
否
確
認
も
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
千
代
田
町
要

対
協
主
催
の
子
ど
も
児

童
虐
待
セ
ン
タ
ー
医
師
に

よ
る
「
児
童
虐
待
の
現
状

と
対
応
」
な
ど
、
地
域
み

ん
な
で
真
剣
に
活
動
・
対

応
し
て
い
ま
す
。

（
取
材
・
執
筆　

館
林
市

　

田
口
正
夫
）

　

片
品
村
の
民
児
協
は
16
名
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
１
名
の
主
任
児
童
委
員
で
構
成

さ
れ
、
昨
年
の
一
斉
改
選
で
は
11
名
が
交
替

と
な
り
ま
し
た
。
経
験
不
足
の
不
安
は
あ
り

ま
す
が
、
定
例
会
で
の
意
見
交
換
や
各
種
研

修
会
等
に
参
加
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
の
資
質
向
上
に
努
め
村
民
か
ら
の
信

頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
急
速
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、

世
帯
当
た
り
の
人
員
も
令
和
４
年
に
は
2
．42

人
と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
者
世
帯
や
ひ
と
り

暮
ら
し
世
帯
が
増
加
し
、
日
頃
の
見
守
り
や

緊
急
時
及
び
災
害
時
の
対
応
を
地
域
で
行
う

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
中
心
と
な
り
、
地
区
の
役
員
や
消
防
団
、

警
察
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
が
集
ま
り
、

要
支
援
世
帯
に
対
す
る
支
援
体
制
構
築
の
た

め
安
心
安
全
マ
ッ
プ
を
作
製
し
ま
し
た
。
こ

の
マ
ッ
プ
は
位
置
関
係
や
連
絡
体
制
が
一
目

で
わ
か
る
よ
う
、
住
宅
地
図
に
要
支
援
者
と

支
援
者
の
家
を
そ
れ
ぞ
れ
色
分
け
し
塗
り
つ

ぶ
し
線
で
結
び
ま
す
。併
せ
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
か
ら
危
険
箇
所
や
避

難
所
等
も
記
入
し
、
関
係

者
が
素
早
く
対
応
で
き
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
。
隣
近
所
の
関
係
が
薄

れ
て
い
く
中
、
私
た
ち
民

生
委
員
・
児
童
委
員
も

安
心
安
全
マ
ッ
プ
を
活
用

し
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

誰
も
取
り
残
さ
れ
な
い
地

域
作
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
取
材
・
執
筆　

片
品
村

須
藤
育
美
）

　

渋
川
市
民
児
協
は
、10

地
区
１
９
１
名
（
民
生
委

員
・
児
童
委
員
１
７
１
名
、

主
任
児
童
委
員
20
名
）
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
改
選
で
は
１
０
０
％

の
充
足
率
だ
っ
た
の
で
、

全
員
同
じ
歩
調
で
活
動
で

き
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
取
組
で
誇
れ

る
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
活
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
と
名
簿
の
整
備
で
す
。

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
『
青

フ
ァ
イ
ル
』、
名
簿
を
１
冊
に
ま
と
め
た
も
の

を
『
赤
フ
ァ
イ
ル
』と
呼
ん
で
ま
す
。『
青
フ
ァ

イ
ル
』に
は
具
体
的
な
行
動
説
明
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
日
々
の
活
動
が
安

心
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す
。『
赤
フ
ァ
イ

ル
』に
よ
り
名
簿
の
紛
失
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

旧
名
簿
の
回
収
や
差
替
が
確
実
に
で
き
て
い

ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
『
災
害
時
持
出
袋
』（
マ

ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
で
飛
出
し
防
止
・
防
水
加
工
）

に
名
簿
フ
ァ
イ
ル
を
入
れ
、
自
身
と
家
族
の

安
全
を
確
認
後
、
持
ち
出
し
避
難
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
、
避
難
所
設

置
期
に
は
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者

夫
婦
の
安
否
確
認
が
確
実
に
で
き
ま
す
。

　

３
年
毎
の
改
選
時
に
は
、『
青
フ
ァ
イ
ル
』

『
赤
フ
ァ
イ
ル
』『
災
害
時
持
出
袋
』の
３
点
セ
ッ

ト
を
次
期
委
員
に
渡
せ
ば
い
い
の
で
、
引
継

ぎ
が
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

10
地
区
で
協
力
し
あ
い
活
動
す
る
中
で
、
地

域
の
笑
顔
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

取
材
・
伊
勢
崎
市　

田
中
隆
次

執
筆
・
渋
川
市
民
児
協
副
会
長　

松
岡
久
枝

東部ブロック （千代田町民児協）

　児童生徒の健全育成

利根・沼田ブロック （片品村民児協）

　安心安全マップ

中部ブロック （渋川市民児協）

　活動でつないで守る地域の笑顔
⎧

⎫

⎩

⎭
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一
斉
改
選
後
の
新
体
制
に
よ
る
ス
タ
ー
ト
か
ら
約
１
年
の
歳
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
５
月
に
入
る
と
５
類
感
染
症

に
移
行
、
規
制
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
見
送
ら
れ
て
い
た
各
地
の
行
事

等
が
復
活
さ
れ
、
観
光
地
の
賑
わ
い
等
が
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、
円
安
、
物
価
の
高
騰
、

電
気
・
ガ
ス
に
加
え
食
料
品
・
日
用
品
の
値
上
が
り
は
容
赦
な
く

家
計
を
圧
迫
し
暮
ら
し
づ
ら
い
昨
今
で
す
。
こ
こ
は
、
工
夫
と
我
慢

で
乗
り
切
る
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

豊
か
な
心
と
明
る
い
気
持
ち
を
失
わ
ず
民
生
事
業
の
一
端
を
担

う
べ
く
お
互
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

編
集
委
員
会
担
当
副
会
長　

井
上
政
道

編 集 後 記 　

来
年
１
月
に
、
主
任
児
童
委

員
制
度
は
創
立
か
ら
30
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

同
制
度
は
、
児
童
や
子
育
て

を
め
ぐ
る
課
題
の
多
様
化
を
受

け
、
平
成
６
年
１
月
に
、
既
存

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
加

え
て
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
関

す
る
支
援
を
主
に
担
当
す
る
主

任
児
童
委
員
を
新
た
に
配
置
す

る
形
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

制
度
の
節
目
に
立
ち
ま
し
て
、

主
任
児
童
委
員
を
含
む
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
地
域
に
寄
り
添
っ
た

相
談
・
支
援
活
動
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
、
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
に
目
を
向
け
て
み

ま
す
と
、
児
童
虐
待
や
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
な
ど
様
々
な
課
題
が

顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
一
例
と
し

て
、
令
和
４
年
度
に
県
内
の
児

童
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
た
児
童

虐
待
相
談
は
、
過
去
２
番
目
に

多
い
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
と
し
ま
し
て
も
、
児
童
相

談
所
に
お
け
る
支
援
体
制
の
強

化
、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
」
の
設
置

等
を
通
じ
て
、
多
様
化
す
る
子

ど
も
に
関
す
る
課
題
へ
の
対
応

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に

つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
地

域
住
民
に
寄
り
添
っ
た
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
制
度
創
立

主
任
児
童
委
員
制
度
創
立
3030
周
年
周
年

行
政
コ
ー
ナ
ー

 １．中堅研修 

・日時： 11月13日㈪　13：30～15：15
　　　　11月14日㈫　10：30～12：15

13：30～15：15
・場所：前橋市総合福祉会館２F　多目的ホール
　　　　（前橋市日吉町２丁目17-10）
・日時：11月15日㈬　10：30～12：15

13：30～15：15
・場所：群馬県社会福祉総合センター８F　大ホール
　　　　（前橋市新前橋町13-12）

 ２．１期目民生委員・児童委員研修会 

・日時： 12月13日㈬　10：30～12：15
13：30～15：15

　　　　12月14日㈭　10：30～12：15
13：30～15：15

・場所：前橋市総合福祉会館２F　多目的ホール
　　　　（前橋市日吉町２丁目17-10）

 ３．主任児童委員研修会 

・日時： 令和６年２月７日㈬　13：30～15：30（予定）
・場所：群馬県JAビル１F　大ホール
　　　　（前橋市亀里町1310）

活動中の事故が活動中の事故が
増えています！増えています！

　安心・安全な民生委員活動を継続するため
にも、活動中の事故を未然に防ぐことが重要
です。
　ひろば10月号（第844号）では『活動中の
事故を防ごう!! ～民生委員・児童委員活動保
険の実績からみる活動中の事故の傾向と対策
～』と題し、特集が組まれています。ぜひご
一読いただき、日々の活動における事故の防
止にご留意ください。


